
事業概要：地域の支えあい活動として、地域見守り協力員（ボランティア）が、月2回程度訪問し、
玄関先でのあいさつや声かけを通じて高齢者の生活を見守っています。
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地区支援担当者より

ボランティア募集情報はホームページに掲載しています。
ボランティアに関するご相談は上記窓口へお問合せください。

現在原町ホームのメイクボランティ
アとして、6月から9月までの期間限
定でウランウチグさんが活動してくだ
さっています。特に秋以降にメイク・
ボランティアをしてくださる方、募集
中です。ぜひご連絡ください！

えのきちょうだより

「メイク・ボランティア」を募集しています 原町ホームでの
メイクボランティアは
こんな感じです！

榎町地区は三村（左）・中
島（右）の道産子コンビで
す。このスタイルで榎町地
区を走り回っています。ど
うぞよろしくお願いします。
次回は大久保地区と落合第
二地区です。

「地域見守り協力員事業」をご紹介します

見守り訪問で、お互いが元気に
なるという北浜さんと米田さん

米田さん北浜さん

「地区情報紙」は、環境に配慮したインクを使用しています。

※2019年度から、地区ごとの発行となります。

いろいろなメイク用品や
アクセサリーがあります。

【場所】新宿区四谷三栄町10－16
【開庁時間】月～金曜日

8時30分～17時
【TEL】03－3359－0051
【FAX】03－3359－0012

※毎週木曜日ボランティア相談日
17時まで

東分室

榎町地区にお住まいの北浜さんと協力員の米田さんに、お話を伺い
ました。
北浜さんは一人暮らしとなったことをきっかけに、娘さんにすすめ

られて見守り協力員事業の利用を開始しました。協力員の米田さんは
いつも自然体で訪問されるので、北浜さんもリラックスでき、顔を合
わせて話すのが楽しみだと言います。
米田さんはもともといろいろな地域活動をしていましたが、新宿社

協の災害ボランティアへの登録がきっかけで、見守り協力員としても
活動を始めました。北浜さんとお話をすると、米田さんは心が柔らか
くなりほっとするそうで、月２回の訪問を楽しんでいます。
現在も自転車で体操や食事会などに参加している北浜さんですが、

米田さんの訪問によって、新たな地域とのつながりが生まれています。

榎町地区にある特別養護老人ホームで、利用者のみなさま
にメイクをしてくださるボランティアを募集しています。
原町ホームでは毎月第３水曜日の誕生会で、その月にお誕

生日を迎える利用者の方へボランティアと職員がメイクし、
髪を整え、写真を撮影しています。
お祝いの日を盛り上げるボランティアに参加してみません

か？ご興味のある方、ぜひ新宿社協にお問い合わせください。

〇募集概要
日時：毎月第3水曜日 10～11時
内容：誕生月の方のメイク・整容
場所：特別養護老人ホーム 原町ホーム

（新宿区原町3丁目8）
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地区支援担当者より

ボランティア募集情報はホームページに掲載しています。
ボランティアに関するご相談は上記窓口へお問合せください。

柏木ボランティアコーナー

【場所】新宿区北新宿2-3-7

柏木特別出張所内
【開庁時間】月～金曜日

10時～17時

（12時～13時を除く）

【TEL/FAX】03－3363－3723

【場所】新宿区高田馬場1－17－20
【開庁時間】月～土曜日

8時30分～17時

【TEL】03－5273－9191
【FAX】03－5273－3082

※毎週火曜日ボランティア相談日
19時まで

高田馬場事務所

社協ボランティア・地区情報紙
※2019年度から、
地区ごとの発行となります。

ちょこっと・暮らしのサポート事業紹介（個人宅でのボランティア）
事業概要：日常生活の困りごと（電球交換、外出付き添い、家事支援など）を抱える方を、

地域のボランティアがお手伝いする、住民同士の支えあい活動です。

Ｔさん ： Ｋさんに会えるのを楽しみにしています。
自分でできないことをお手伝いしてもらってとても助かっています。

Ｋさん ：空いた時間を使って、ご近所の方の力になれたら、との思いで仕事の合間に
ボランティア活動をしています。Ｔさんとのおしゃべりも楽しみにしています。

柏木地区は、単発での定期的な活動が多い地域です。ボランティアをしてみたい、
ボランティアさんにお手伝いしてほしいことなどありましたら新宿社協までご相談ください。

●実際の活動はどんなもの？ ～ＴさんとボランティアのＫさんのお話～

一人暮らしのＴさんは、季節物（布団・家電など）の入れ替えのお手伝いを
してほしいと思っていました。高齢者総合相談センターから紹介された社協
に、その困りごとの相談をくださり、それを受けて、ボランティアのＫさんを紹
介しました。昨年から季節の変わり目毎に、Ｋさんがお手伝いをしています。
今年も、おしゃべりを楽しみながら片づけをし、夏を迎える準備が整いました。

６月１４日、障害者グループホーム

「ひまわりホーム」の利用者さんと白線画家の猫沢八郎
さん、柏木地区民生・児童委員の方々と社協職員が、
園児たちとウォールパズルアートを行いました。

はじめに、段ボールで作ったパズルのピースに、手の
ひらや足の裏などを使って、思い思いに絵の具を塗りま
す。園児たちは、絵筆を持つことができない障害者の方
の手のひらに絵の具を塗るお手伝いなどをし、一緒に
作品づくりを楽しみました。
最後にパズルを合わせると、
巨大なワニが現れました。
園児たちは驚きながらも、
作品をじっくり眺めて満足
そうにしていました。

日時：１１月１７日（日）
10時～15時

場所：柏木地域センター

福祉教育

淀橋第四幼稚園

新宿かしわまつりに、ボランティアグループ
「柏木手編みの会」が出品します。
毛糸で編んだ作品を販売し、売り上げを社協や
地域の高齢者・障害者施設などへ寄付をして
います。
当日は、毛糸の帽子や
マフラー、座布団カバー
アクリルタワシなどを
揃えて、皆さまのお越し
をお待ちしています。
ぜひお立ち寄りください。
※販売は作品が
無くなり次第終了です。

柏木地区の活動をご紹介します。

「地区情報紙」は、環境に配慮したインクを使用しています。

今年度、柏木・角筈地区担当の

岡上（左）、川野（右）です。
おかうえ かわの

どうぞよろしくお願いします。


